
新庁舎の機能に関するアンケート調査結果（個人） 
～防災とバリアフリー・ユニバーサルデザインを重視する意見で過半数～ 

 

１ 調査の背景・目的 

 

この報告書は、「玉野市本庁舎整備に関する基本的な方針」に記載する３つの基本的

な考え方に基づいて、市民及び庁舎の利用者に対して意見募集を実施した結果をまとめ

たものであり、現在策定中の基本計画の策定に役立てることを目的としています。 

 

２ 意見募集対象 

 

玉野市民及び庁舎利用者（年齢・性別不問） 

 

３ 募集方法 

 

次の２つの方法により募集を行いました。 

（１）市役所１階ロビー又は各市民センター（９か所）に設置した記入用紙に必要事

項を記入して、募集箱に投函 

（２）インターネットから専用フォーム（電子申請）で回答 

 

４ 募集期間 

 

令和４年５月２日（月）～令和４年６月 30日（木） 

 

５ 募集結果の回収状況 

 

回収数：145 件、うち有効回答数：139 件、有効回答率：95.9％ 

 

６ 意見募集結果の概要 

 

新庁舎に必要な機能を募集したところ、「防災機能」に関する意見が最も多く 29％、

次いで「バリアフリー・ユニバーサルデザイン機能」（27％）、「環境負荷低減機能」（８％）

となりました。 

回答者の多くが激甚化する気象災害に対して危機感を持ち、新庁舎に災害対策の拠点

として期待していることや、現庁舎の視認しにくい窓口配置に対して問題意識を持って

いることが表出する結果となりました。

①安全・安心な庁舎 

②利用者にやさしく、市民に親しまれる庁舎 

③機能的・効率的で環境にやさしい庁舎 
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７ 意見募集結果詳細 
 

（１）有効回答者数 

 

139 人 

 

 

 

（２）回答者年齢構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）回答者エリア分布 

 

 

田井・宇野・築港 25 人 

玉・玉原 33 人 

和田・日比・渋川 3 人 

八浜 22 人 

荘内 43 人 

山田・東児 5 人 

市外 7 人 

未回答 1 人 

 

 

 

 

 

10 代以下 １人 

20 代 ３人 

30 代 10 人 

40 代 19 人 

50 代 18 人 

60 代 17 人 

70 代以上 71 人 
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（４）機能別意見数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページからは、いただいた意見を取りまとめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災機能 62 件 

バリアフリー・ユニバーサルデザイン機能 58 件 

環境負荷低減機能 18 件 

窓口機能 16 件 

飲食機能 13 件 

外構機能 11 件 

市民交流機能 7 件 

執務機能 5 件 

その他 25 件 
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（
５
）
意
見
内
容

庁
内

意
見

導
入

可
否

説
明

防
災
機
能

備
蓄
関
係

1
災
害
備
蓄
品

14
○

発
災
後
、
災
害
対
策
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
災
害
対
策
用
品
を
備
蓄
し

ま
す
。

2
断
水
時
用
の
飲
料
用
ウ
イ
ル
ス
除
去
フ
ィ

ル
タ
ー
の
備
蓄

1
×

飲
料
水
の
備
蓄
で
代
替
が
可
能
と
考
え
ま
す
。

3
医
療
道
具

1
○

最
低
限
の
応
急
手
当
が
可
能
な
医
療
道
具
は
備
蓄
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
AE
D
機
器
は

現
庁
舎
か
ら
継
続
し
て
設
置
し
ま
す
。

4
災
害
対
策
用
品
（
食
料
・
炊
出
し
用

品
・
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
）
の
公
開

1
△

新
庁
舎
の
竣
工
に
当
た
っ
て
は
見
学
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
整
備
状
況
の
情
報

は
、
随
時
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

避
難
場
所

5
住
民
が
避
難
で
き
る
場
所

8
〇

○
緊
急
時
に
は
一
時
的
に
避
難
で
き
る
場
所
を
整
備
し
ま
す
。

6
避
難
所
を
兼
ね
る
多
目
的
ホ
ー
ル

3
〇

○
避
難
所
を
兼
ね
る
多
目
的
ホ
ー
ル
を
整
備
し
ま
す
。

7
人
と
車
が
避
難
で
き
る
立
体
駐
車
場

2
△

車
両
の
避
難
は
浸
水
対
策
と
し
て
重
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
検
討
を
継
続
し
ま
す
。

8
防
災
広
場

1
△

避
難
所
を
兼
ね
る
多
目
的
ホ
ー
ル
を
整
備
し
ま
す
。

9
シ
ェ
ル
タ
ー

1
×

シ
ェ
ル
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
別
に
検
討
を
要
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

10
ペ
ッ
ト
同
伴
可
能

1
△

避
難
時
の
ペ
ッ
ト
同
伴
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
引
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

停
電
対
策

11
非
常
用
発
電
機

9
〇

○
災
害
対
策
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
維
持
す
る
の
に
必
要
と
考
え
る
た
め
、
要
件
を
検
討
し
、
整

備
し
ま
す
。

12
蓄
電
池

1
△

費
用
対
効
果
を
含
め
、
継
続
し
た
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

浸
水
対
策

13
浸
水
し
な
い
よ
う
な
対
策
（
か
さ
上
げ

等
）

7
〇

○
津
波
、
高
潮
の
ど
ち
ら
に
対
し
て
も
有
効
な
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

14
２
階
以
上
に
設
置
す
る
駐
車
場

1
〇

△
車
両
の
避
難
は
浸
水
対
策
と
し
て
重
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
検
討
を
継
続
し
ま
す
。

災
害
対
策
の
拠
点

15
災
害
時
の
対
応
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
損

な
わ
れ
な
い
庁
舎

6
〇

○
想
定
さ
れ
う
る
災
害
が
発
生
し
て
も
、
災
害
対
策
拠
点
と
し
て
機
能
維
持
で
き
る
庁
舎
を
整
備
し

ま
す
。

地
震
対
策

16
地
震
に
備
え
た
建
物
（
耐
震
・
免
震
）

4
〇

○
災
害
拠
点
と
し
て
の
機
能
維
持
は
重
要
な
検
討
項
目
と
捉
え
て
い
ま
す
。
免
震
の
庁
舎
を
第
一
に

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
他

17
水
害
時
の
救
助
用
設
備
（
ボ
ー
ト
）

1
△

津
波
・
高
潮
の
発
生
後
、
潮
位
が
下
が
る
ま
で
の
間
の
対
策
は
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
消

防
本
部
と
連
携
強
化
を
図
り
つ
つ
、
最
適
な
設
備
配
置
を
検
討
し
ま
す
。

導
入
可
否
の
事
務
局
案

N
o

大
分
類

小
分
類

意
見
内
容

市
民

意
見
数



庁
内

意
見

導
入

可
否

説
明

導
入
可
否
の
事
務
局
案

N
o

大
分
類

小
分
類

意
見
内
容

市
民

意
見
数

バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
機
能
サ
イ
ン
・
レ
イ
ア
ウ

ト
関
係

18
訪
れ
た
い
場
所
が
わ
か
り
や
す
い
レ
イ

ア
ウ
ト
・
デ
ザ
イ
ン

18
〇

○
シ
ン
プ
ル
な
動
線
を
基
本
と
し
て
、
わ
か
り
や
す
い
部
署
配
置
と
し
ま
す
。

19
各
課
の
配
置
が
わ
か
り
や
す
い
案
内
板

2
○

わ
か
り
や
す
い
案
内
板
を
整
備
し
ま
す
。

20
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
設
置
（
ス
マ
ホ

誘
導
や
外
国
語
）

2
○

Q
Rコ
ー
ド
に
よ
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
誘
導
や
、
多
言
語
に
対
応
し
た
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

21
車
い
す
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
方
が
利
用
し
や

す
い
動
線
の
確
保

3
〇

○
車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
利
用
す
る
方
々
が
移
動
に
不
便
を
感
じ
な
い
空
間
に
な
る
よ
う
検
討

を
進
め
ま
す
。

障
害
・
高
齢
対
応

22
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
設
計

8
〇

○
す
べ
て
の
人
が
利
用
し
や
す
い
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

23
ス
ロ
ー
プ

3
〇

〇
段
差
は
最
小
限
に
と
ど
め
、
移
動
に
困
ら
な
い
庁
舎
を
整
備
し
ま
す
。

24
全
盲
者
用
音
声
案
内

1
△

音
声
案
内
シ
ス
テ
ム
の
庁
舎
へ
の
導
入
事
例
を
研
究
し
ま
す
。

25
車
い
す
用
の
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設
置

1
〇

車
い
す
の
方
に
配
慮
し
た
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
を
整
備
し
ま
す
。

26
高
齢
者
向
け
案
内
受
付
の
充
実

1
〇

す
べ
て
の
人
が
利
用
し
や
す
い
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

27
高
齢
者
の
手
荷
物
預
か
り
所

1
×

貴
重
品
な
ど
手
荷
物
の
管
理
は
ご
自
身
で
お
願
い
し
ま
す
。

子
育
て
関
係

28
授
乳
室

3
〇

乳
児
連
れ
の
方
が
安
心
し
て
来
庁
で
き
る
よ
う
授
乳
室
を
整
備
し
ま
す
。

29
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

3
〇

○
子
連
れ
の
方
が
落
ち
着
い
て
行
政
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま
す
。

30
お
む
つ
替
え
ス
ペ
ー
ス

1
〇

乳
幼
児
連
れ
の
方
が
安
心
し
て
来
庁
で
き
る
よ
う
お
む
つ
替
え
が
可
能
な
ト
イ
レ
を
整
備
し
ま

す
。

ト
イ
レ
関
係

31
ト
イ
レ
の
広
さ
の
確
保

2
〇

〇
ど
な
た
で
も
使
用
し
や
す
い
ト
イ
レ
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

32
低
層
階
へ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ト
イ
レ
設
置

1
△

ど
の
よ
う
な
多
機
能
ト
イ
レ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
継
続
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

33
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
ト
イ
レ

2
〇

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の
多
機
能
ト
イ
レ
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

34
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
付
き
ト
イ
レ

1
〇

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
付
き
ト
イ
レ
を
整
備
し
ま
す
。

昇
降
機

35
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

3
〇

〇
市
民
の
移
動
の
た
め
必
要
な
設
備
と
考
え
ま
す
。

36
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置

1
×

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
導
入
費
用
が
高
額
と
な
る
こ
と
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
機
能
代
替
が
可
能
と

考
え
ま
す
。

そ
の
他

37
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
設
置

1
△

総
合
案
内
の
機
能
充
実
と
合
わ
せ
て
継
続
検
討
し
ま
す
。



庁
内

意
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導
入

可
否

説
明

導
入
可
否
の
事
務
局
案

N
o

大
分
類

小
分
類

意
見
内
容

市
民

意
見
数

環
境
負
荷
低
減
機
能

発
電
シ
ス
テ
ム

38
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

9
△

費
用
対
効
果
を
含
め
、
継
続
し
た
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

39
太
陽
光
以
外
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
た
発
電
シ
ス
テ
ム

3
△

費
用
対
効
果
を
含
め
、
継
続
し
た
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

省
エ
ネ

40
熱
効
率
の
良
い
近
代
的
な
建
築
物
（
吹

抜
け
は
最
小
限
）

3
〇

〇
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
な
ど
に
よ
り
環
境
負
荷
を
低
減
し
た
庁
舎
を
整
備
し
ま
す
。

そ
の
他

41
長
期
の
使
用
に
耐
え
る
構
造

2
〇

維
持
管
理
に
す
ぐ
れ
た
構
造
や
材
料
の
導
入
に
よ
り
、
施
設
の
長
寿
命
化
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
の
縮
減
に
配
慮
し
た
庁
舎
を
整
備
し
ま
す
。

42
雨
水
を
活
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム

1
〇

△
費
用
対
効
果
を
含
め
、
継
続
し
た
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

窓
口
機
能

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

43
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
相
談
室

6
〇

〇
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
は
重
要
な
た
め
、
設
置
し
ま
す
。

総
合
案
内

44
総
合
案
内
の
充
実

3
〇

〇
配
置
場
所
や
求
め
ら
れ
る
業
務
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

45
障
害
者
、
高
齢
者
、
子
供
連
れ
に
対
応

す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

1
△

利
便
性
・
効
率
性
の
高
い
窓
口
の
整
備
に
向
け
て
継
続
検
討
し
ま
す
。

そ
の
他

46
ゆ
っ
た
り
し
た
待
合
ス
ペ
ー
ス

2
〇

来
庁
者
の
方
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
な
待
合
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま
す
。

47
手
続
き
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
仕
組
み

2
〇

△
利
便
性
・
効
率
性
の
高
い
窓
口
の
整
備
に
向
け
て
継
続
検
討
し
ま
す
。

48
市
民
手
続
き
を
行
う
課
の
１
階
へ
の
配

置
1

〇
△

市
民
手
続
き
を
行
う
課
は
原
則
１
階
へ
の
配
置
と
し
ま
す
が
、
ス
ペ
ー
ス
上
の
制
約
を
考
慮
し
て

レ
イ
ア
ウ
ト
を
行
い
ま
す
。

49
無
人
窓
口

1
△

窓
口
業
務
の
一
部
無
人
化
が
可
能
か
検
証
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

飲
食
機
能

飲
食
施
設

50
カ
フ
ェ

6
×

設
置
面
積
の
確
保
、
厨
房
機
器
及
び
光
熱
水
費
の
負
担
か
ら
コ
ス
ト
が
高
い
こ
と
や
、
現
庁
舎

整
備
時
と
比
べ
近
隣
に
飲
食
店
等
が
複
数
営
業
し
て
い
る
た
め
、
整
備
は
不
要
と
考
え
ま
す
。

51
食
堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン

6
×

設
置
面
積
の
確
保
、
厨
房
機
器
及
び
光
熱
水
費
の
負
担
か
ら
コ
ス
ト
が
高
い
こ
と
や
、
現
庁
舎

整
備
時
と
比
べ
近
隣
に
飲
食
店
等
が
複
数
営
業
し
て
い
る
た
め
、
整
備
は
不
要
と
考
え
ま
す
。

自
動
販
売
機

52
カ
ッ
プ
飲
料
自
動
販
売
機

1
〇

カ
フ
ェ
タ
イ
プ
の
カ
ッ
プ
式
飲
料
自
動
販
売
機
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

外
構
機
能

駐
車
場

53
駐
車
場
の
区
画
の
拡
張

3
〇

現
庁
舎
の
駐
車
区
画
は
狭
小
で
あ
る
た
め
、
１
台
当
た
り
の
広
さ
を
見
直
し
ま
す
。

公
共
交
通

54
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
乗
り
場

2
△

ど
の
よ
う
な
配
置
が
望
ま
し
い
か
引
続
き
検
討
し
ま
す
。

そ
の
他

55
庁
舎
内
外
へ
の
豊
富
な
植
栽

2
△

来
庁
者
の
方
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
な
空
間
を
整
備
し
ま
す
。

56
隣
接
公
園

1
〇

隣
接
す
る
中
央
公
園
と
の
一
体
感
が
あ
る
空
間
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

57
水
を
使
っ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

1
△

玉
野
ら
し
さ
を
表
現
し
た
外
構
を
整
備
し
ま
す
。

58
庁
舎
か
ら
バ
ス
停
ま
で
屋
根
の
設
置

1
△

継
続
し
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

59
EV
車
の
充
電
ス
タ
ン
ド
の
設
置

1
△

費
用
対
効
果
を
含
め
、
継
続
し
た
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。



庁
内

意
見

導
入

可
否

説
明

導
入
可
否
の
事
務
局
案

N
o

大
分
類

小
分
類

意
見
内
容

市
民

意
見
数

市
民
交
流
機
能

交
流
ス
ペ
ー
ス

60
市
民
が
く
つ
ろ
げ
、
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
で

き
る
空
間

3
〇

〇
多
目
的
に
活
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま
す
。

展
示
ス
ペ
ー
ス

61
市
民
作
品
、
姉
妹
都
市
情
報
な
ど
を
展
示

で
き
る
場
所

2
〇

〇
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま
す
。

通
信
環
境

62
W
ifi
環
境
の
整
備

1
〇

現
在
も
導
入
し
て
お
り
、
継
続
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

そ
の
他

63
運
動
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

1
×

近
隣
公
園
も
あ
る
こ
と
か
ら
導
入
は
見
送
り
ま
す
。

執
務
機
能

ペ
ー
パ
レ
ス

64
紙
の
使
用
量
の
削
減

1
〇

〇
市
民
手
続
き
、
内
部
事
務
双
方
の
見
直
し
を
行
い
、
紙
の
使
用
量
の
削
減
を
推
進
し
ま
す
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

65
分
散
業
務
や
在
宅
勤
務
を
視
野
に
入
れ

た
業
務
環
境
づ
く
り

1
〇

△
分
散
業
務
や
在
宅
勤
務
が
可
能
な
IC
T環
境
は
既
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
業
務
環
境

が
適
切
な
の
か
引
続
き
検
討
し
ま
す
。

そ
の
他

66
華
美
で
な
い
市
長
室
、
各
部
長
室

1
〇

効
率
性
を
重
視
し
た
シ
ン
プ
ル
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
を
整
備
し
ま
す
。

67
見
通
し
の
良
い
執
務
空
間

1
〇

〇
見
通
し
が
良
く
、
風
通
し
が
良
い
執
務
空
間
を
整
備
し
ま
す
。

68
職
員
向
け
図
書
館

1
×

市
立
図
書
館
と
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
導
入
は
見
送
り
ま
す
。



（
６
）
機
能
以
外
に
関
す
る
意
見
一
覧

分
類

N
o

意
見
内
容

市
民

意
見
数

市
の
考
え
方

建
設
地

1
災
害
時
を
考
慮
し
た
建
設
地

2

新
た
な
本
庁
舎
の
整
備
場
所
に
つ
い
て
は
、
利
便
性
や
ま
ち
づ
く
り
と
の
整
合
性
、
早
期
性
や
実
現
性
、

必
要
な
規
模
を
確
保
で
き
る
敷
地
や
事
業
費
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
結
果
、
現
本
庁
舎
敷
地
内
に
整

備
す
る
こ
と
と
し
ま
す
が
、
浸
水
等
に
対
応
し
た
設
計
と
す
る
こ
と
で
庁
舎
の
機
能
を
維
持
し
ま
す
。
ま

た
、
災
害
時
に
は
、
高
台
に
移
転
し
た
消
防
庁
舎
と
連
携
し
、
機
能
を
補
完
し
ま
す
。

2
高
台
（
深
山
・
玉
原
な
ど
）
へ
の
整
備

3

新
た
な
本
庁
舎
の
整
備
場
所
に
つ
い
て
は
、
利
便
性
や
ま
ち
づ
く
り
と
の
整
合
性
、
早
期
性
や
実
現
性
、

必
要
な
規
模
を
確
保
で
き
る
敷
地
や
事
業
費
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
結
果
、
現
本
庁
舎
敷
地
内
に
整

備
す
る
こ
と
と
し
ま
す
が
、
浸
水
等
に
対
応
し
た
設
計
と
す
る
こ
と
で
庁
舎
の
機
能
を
維
持
し
ま
す
。
ま

た
、
災
害
時
に
は
、
高
台
に
移
転
し
た
消
防
庁
舎
と
連
携
し
、
機
能
を
補
完
し
ま
す
。

3
交
通
の
便
の
よ
い
と
こ
ろ

1
地
方
自
治
法
第
４
条
第
２
項
の
規
定
を
踏
ま
え
、
中
心
市
街
地
に
位
置
す
る
現
本
庁
舎
敷
地
の
公
用
車
駐

車
場
ス
ペ
ー
ス
等
を
利
用
し
て
整
備
を
行
い
ま
す
。

4
銀
行
が
近
く
に
あ
る
こ
と

1
整
備
を
予
定
し
て
い
る
現
本
庁
舎
敷
地
は
の
近
隣
に
は
、
各
種
の
金
融
機
関
が
所
在
し
て
お
り
ま
す
。

財
政
負
担

5
シ
ン
プ
ル
で
華
美
で
な
い
庁
舎
（
機
能
重
視
で
外
観
費
用
は
抑
え
る
。
）

1
効
率
性
を
重
視
し
た
シ
ン
プ
ル
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
と
し
ま
す
。
ま
た
、
維
持
管
理
に
す
ぐ
れ
た
構
造

や
材
料
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
施
設
の
長
寿
命
化
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
に
配
慮
し
た
庁
舎

と
し
ま
す
。

6
削
れ
る
所
は
削
る
シ
ン
プ
ル
設
計
で
、
税
金
で
高
級
家
具
や
絵
画
や
ア
ー
ト
は
不
要
。

1
効
率
性
を
重
視
し
た
シ
ン
プ
ル
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
と
し
ま
す
。
什
器
等
に
つ
い
て
も
、
シ
ン
プ
ル
で

汎
用
性
に
富
ん
だ
も
の
と
し
て
、
コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

7
地
方
債
を
使
う
こ
と
。

1
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
特
に
重
要
視
し
、
事
業
費
の
抑
制
及
び
有
利
な
財
源
の
活
用
を
引
続
き
検
討

し
、
効
率
的
な
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

8
人
口
減
少
に
伴
い
職
員
数
も
減
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
新
庁
舎
の
面
積
10
,0
00

㎡
は
広
す
ぎ
る
。

1
効
率
性
を
重
視
し
た
シ
ン
プ
ル
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
と
し
ま
す
。

人
材

9
口
頭
で
言
わ
れ
て
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
高
齢
者
に
も
優
し
い
案
内
の
方

を
置
い
て
欲
し
い
。

1
総
合
案
内
の
配
置
場
所
や
求
め
ら
れ
る
業
務
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

10
機
械
の
操
作
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
丁
寧
な
説
明
を
し
て
く
れ
る
人
材
が

必
要
。

1
職
員
の
来
庁
者
対
応
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
研
修
の
実
施
等
、
必
要
な
対
応
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

11
人
材
の
確
保

1
優
秀
な
人
材
確
保
と
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。



分
類

N
o

意
見
内
容

市
民

意
見
数

市
の
考
え
方

公
共
施
設
整
備
方
針
12
新
市
民
会
館
建
設
ま
で
の
代
替
施
設
・
機
能
（
仮
設
の
音
楽
ホ
ー
ル
や
展
示
ス
ペ
ー
ス

等
）

1
市
民
の
文
化
、
芸
術
の
拠
点
と
な
る
ホ
ー
ル
の
整
備
は
、
重
要
な
検
討
項
目
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
ま

す
が
、
他
の
大
型
事
業
の
進
捗
や
、
将
来
的
な
財
政
負
担
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

13
市
民
ホ
ー
ル
の
複
合
整
備

1

新
た
な
本
庁
舎
の
整
備
場
所
は
、
総
合
的
な
検
討
の
結
果
、
現
本
庁
舎
敷
地
の
公
用
車
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス

等
を
利
用
し
て
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
同
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
ホ
ー
ル
を
複
合
整
備
で
き
る

余
剰
面
積
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ホ
ー
ル
の
整
備
に
も
多
額
の
財
源
が
必
要
と
な
る
た
め
、
他
の
大
型

事
業
の
進
捗
や
、
将
来
的
な
財
政
負
担
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

情
報
公
開

14
業
者
の
実
績
や
業
者
選
び
か
ら
重
要
な
の
で
、
全
て
オ
ー
プ
ン
に
し
て
く
だ
さ
い
。

1
市
の
情
報
公
開
条
例
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
情
報
の
公
開
に
努
め
ま
す
。

展
望
台

15
屋
上
展
望
台

1
効
率
性
を
重
視
し
た
シ
ン
プ
ル
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
に
相
応
し
い
か
ど
う
か
、
継
続
し
た
検
討
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

そ
の
他

16
耐
震
工
事
で
よ
い
。
近
隣
自
治
体
と
合
併
す
べ
き
。

1
建
物
や
設
備
の
老
朽
化
な
ど
の
現
庁
舎
が
抱
え
る
課
題
を
踏
ま
え
る
と
、
現
庁
舎
に
耐
震
化
・
大
規
模
改

修
を
実
施
し
て
も
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
使
用
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
新
庁
舎
の
整
備
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

17
庁
舎
整
備
の
基
本
方
針
に
賛
同
す
る
。

2
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
の
た
め
に
も
新
庁
舎
の
整
備
は
喫
緊
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
必
要
な
機
能
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

18
現
状
の
機
能
に
不
満
は
な
い
。

1
必
要
な
機
能
を
更
に
充
実
さ
せ
、
利
用
し
や
す
い
庁
舎
を
目
指
し
ま
す
。

19
現
市
役
所
の
辺
り
に
は
た
く
さ
ん
店
が
あ
る
た
め
、
食
堂
・
売
店
は
不
要

1
近
隣
に
複
数
の
店
舗
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
食
堂
、
売
店
の
整
備
に
か
か
る
費
用
を
勘
案
し
、
市
と
し
て
も

整
備
は
不
要
と
考
え
ま
す
。

20
太
陽
光
発
電
は
設
備
投
資
と
維
持
管
理
の
経
費
が
想
像
以
上
に
か
か
る
た
め
不
要
。

1
費
用
対
効
果
を
含
め
、
継
続
し
た
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

21

交
付
税
を
利
用
す
る
こ
と
は
よ
い
が
、
急
ぎ
す
ぎ
る
の
が
不
安
。
浸
水
し
た
市
庁
舎
の

場
所
に
建
て
る
の
で
、
国
が
認
め
る
か
疑
問
が
あ
る
。
交
付
税
の
話
は
急
に
出
て
き
た

も
の
で
は
な
い
た
め
、
時
間
を
か
け
一
般
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
考
え
て
欲
し
い
。
工

事
は
遅
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
本
当
に
令
和
７
年
度
末
に
仕
上
が
る
の
か
疑
問
が
あ

る
。

1

新
庁
舎
整
備
に
お
い
て
は
、
現
庁
舎
の
有
す
る
課
題
を
早
期
に
解
決
す
る
こ
と
、
ま
た
、
厳
し
い
財
政
状

況
を
考
慮
し
て
有
利
な
財
源
を
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。
財
源
の
活
用
に
当

た
っ
て
は
、
他
自
治
体
で
の
庁
舎
整
備
事
例
を
研
究
し
、
国
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
協
議
を
進
め
ま
す
。

な
お
、
工
程
管
理
に
当
た
っ
て
は
、
専
門
家
（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
に
支
援
を
求
め

る
こ
と
で
、
遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。
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